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Society5.0と学校教育

「Society5.0」といわれるこれからの社会では、「多様な情報」に対し「受ける側」の立場の技能、例えば

「情報を正しく理解する」事に加え、「最新の科学技術」を活用し、「自分で情報を求め、判断し、自分自身

の意見を持つ」さらに「自分の考えを表現する」事が求められます。そこで大切だと考えられていることが

「読解力」といわれているものです。

読解力とは

・文章や図・グラフ等から情報を読み取り、正

しく理解できる力

・文章や図・グラフ等から読み取った情報の意

味を深く考える力

・文章や図・グラフ等に基づいて、自分の考え

をまとめ発表する力

以上の三つをまとめて「読解力」といわれて

います。

「文字」を覚えるところから始まり、「言

葉」を知る。知っている言葉の数を増やしなが

ら「文章」を理解できるようにする。「文章」

を理解しながら自分で文章を作れるようにする。

本校でも確実に取り組んでいきたいと思いま

す。

右の問題は読解力を確かめるための一例です。

中学生（義務教育が終了までに）であれば正答

を導き出せる「読解力」が求められているとい

うことです。

読解力を鍛える方法

１ 要 約

読解力を向上させるには、要約の練習が有効です。本や長い文章を要

約するには、単語の意味や著者の主張を正しく理解し、言葉を別の言葉

に置き換えることが求められます。そのため、要約の練習を繰り返すこ

とによって、読解力が養われます。

『大人に必要な「読解力」がきちんと身につく 読みトレ』（大和書房、

2018年）の著者・吉田裕子氏いわく、要約の教材としては新聞がおすす

めだそうです。記事の内容を100文字前後で要約するのが効果的なのだ

とか。新聞記事を要約する際は、次の2点に着目するべきとのことです。

①話題：何について述べているのか

②結論：結局どのようなことを言いたいのか

新聞記事のなかでも、リード文（記事冒頭の要約）がある記事や、社

説がおすすめとのこと。リード文つきの記事は、要約文を作成したあと

でリード文を見れば、答え合わせができます。社説の場合、1つの記事

が1つの主張で構成されているので、要約に適しているのです。

２ 読 書

①音読する

音読は、「飛ばし読み」という癖を矯正するのに有効です。

・学習の様子(6年生)【写真 上】

・読書の様子(5年生)【写真 下】

飛ばし読みとは、文を冒頭から丁寧に追っていくのではなく、一部の単語だけを拾いながら読んでいく方法。

重要なキーワードを適当に拾っていけば効率よく読書できますが、読解力の低い人は、不適切な飛ばし読みを



やってしまっています。重要な単語を見落としたり、単語と単語の関係を自分で勝手に作りあげたりしている

のです。このような「悪い飛ばし読み」が癖になっていると、文章の意味を正しく理解できません。なので、

読解力が低いと自覚している人は、飛ばし読みの癖を直すため、音読をしてみましょう。音読なら、必然的に

一言一句を意識することになります。

②線を引きながら読む

「重要だ」「面白い」と感じる箇所に線を引きながら読むことも、読解力を高めるのに有効だそう。重要な

箇所に線を引くのは、上で挙げた「要約」に似ています。「何が重要なのか」「著者は何を言いたいのか」と

意識しながら読むことが、読解力の向上に役立つのです。

③緩急をつけて読む

多くの人にとって、読書に費やせる時間は限られています。重要な箇所や筆者の主張は時間をかけて読み込

む一方、大事でない箇所（日常のエピソード、実験の細かな条件の説明など）はさらっと読み流しましょう。

本や新聞の全ての文字をひとつひとつ追っていたら、結論など重要な箇所にたどりつく前に疲れきってしまい

ます。読解力が育ってくると、力を入れて読むべき場所・力を抜いてよい場所の区別がつくようになります。

学校農園について

現在は、一面につるを伸ばし、葉

を茂らせしっかり成長しています。

・サツマイモの様子

各活動について

図書ボランティアの本の整理や図書室の装飾、環境ボランティアによる校庭の除草剤撒布や体育館東側通路の改

修工事、ＰＴＡ奉仕活動による環境整備など、できることから少しずつボランティア活動やＰＴＡ活動を開始しま

した。

・里芋の様子

・図書ボランティアによる

本の修繕等

・水田の様子

・図書ボランティアに

よる図書室の装飾

・環境ボランティアに

よる除草剤散布
・ＰＴＡ奉仕

活動

・稲穂の様子

外部講師を招いての授業について

水泳教室、防災教室、環境教室、交通安全教室など外部から講師を招き、より専門的な知識を得ながらの授業を

行いました。子どもたちはどの授業も真剣に受けていました。

・那須ブラーゼンによる

自転車の安全な乗り方

・稲葉防災士による

雷の被害防止
・町職員による

ゴミの分別の仕方

・1･2年生の

水泳授業


